
眼科プログラム 

 

【研修目標】 

眼科専門医として必要な高度な知識、診断・治療技術を習得してもらいます。知識や技術は

もちろんの事、医の倫理・チーム医療を実践すると共に、患者さんや御家族との信頼ある人間

関係を構築します。全身疾患と眼科関連領域についても他科と連携しつつ眼科スペシャリスト

としての診療の質を高めてもらいます。 

 

 

【研修 1年目】 

1．眼科検査はそのほとんどを医師、視能訓練士が行います。屈折・矯正・調節等の視力検査に

始まり、眼位・眼球運動・視野・眼底造影・電気生理学的検査・涙液分泌検査等の検査は検

査員が行いますが、検査欄のチェックだけで結果が得られるものではありません。まず種々

の眼科検査の原理と技能を修得してもらいます。 

2．診察では実際に入院患者 5 名程度の主治医となり、眼科指導医の下で検査・治療計画を立て

診療方法を習得します。細隙灯顕微鏡検査・眼底検査・隅角・眼圧測定に習熟し、様々な検

査診断機器を使いこなせるようにします。この時に眼科救急疾患への対応も学び、後半から

当直業務の他に関連病院に週 1-2 回半日研修をしてもらい、外来診療を実際に行います。ま

た、専門外来をローテートし、大学病院ならではの専門的な治療にもチームの一員として参

加してもらいます。 

3．手術では手術用顕微鏡、手術器械のメカニズムを理解し、実際に一人でセットアップできる

ようにします。初期から内眼・外眼部手術の助手につきます。また、内眼手術のうち白内障

では特に模擬眼を使用し、ウエットラボでの白内障手術トレーニングを充分行った後、年度

後半から患者さんの手術を指導医のもと部分的に開始します。外眼部手術では眼瞼（内反

症・眼瞼皮膚弛緩症）・結膜（霰粒腫・翼状片）などの手術を指導医の下行います。また眼

底造影検査からその適応を判断し、指導医のもとレーザー治療を行います。 

4. 毎週月曜日は手術症例を含めた症例検討会を行います。抄読会・大学院生を含めた研究発表

会も毎週行います。水曜日には斜視カンファレンスに参加して、斜視の手術加療の基本方針

を学んでもらいます。木曜日は眼底造影カンファランスに参加して、OCT も含め眼底疾患

の読影力をつけてもらいます。金曜日は病棟回診があり、積極的に参加してもらいます。 

 

【研修 2-4年目】 

2～4 年目までの間は原則として 2 年間はプログラムに参加する当科関連施設において、その

施設に所属する眼科専門医の指導の下に臨床研修を行います。眼科指導者の助言を得ながら、

それまで学んだ診察手技を生かし、今度は自ら検査をオーダーする側に立ち診察を進めていき

ます。3 年間の研修を継続する事で外来診療を自立して行えるようになります。 

外眼手術のみならず、内眼手術（実際には白内障に対する水晶体再建術（眼内レンズを挿入

するもの）が主になりますが）を卒後 3 年目に引き続き指導医のもと施行してもらいます。そ

れ以外には網膜剥離・硝子体手術・緑内障等の手術を実践してもらいます。最終的には白内障

手術は必ず一人で完遂できる様になります。 

大学院への入学も奨励し、支援します（大学院は後期研修 3年目から入学可能です）。 

 



【その他研修要件・4年目以降の体制・関係学会の内容等】 

日本眼科学会・日本眼科医会に入会して、研修上有用と考えられる学会・集談会・症例検討

会には積極的に参加・発表してもらいます。眼科指導医の下に担当した症例に関する症例報告

や臨床研究に関する報告の学術論文を作成してもらいます。 

眼科に関する論文を単独または筆頭著者として１篇以上、及び学会報告を筆頭演者として2報

告以上の発表、関与する眼科手術100例以上（外眼手術、内眼手術、およびレーザー手術が、そ

れぞれ執刀者として20例以上を含む）が研修修了後の日本眼科学会専門医受験資格の最低条件

です。 

 

 

【専門研修連携施設】 

専門研修連携施設 A 

（日本眼科学会指導医もしくはそれに準ずる指導医が在籍し、年間手術症例数 500 件以上の病院） 

あさぎり病院、宝塚市立病院、神戸掖済会病院、協和会協立病院、明和病院、ツカザキ病院、

兵庫県立尼崎総合医療センター、国立病院機構 大阪大学病院、大阪府警察協会 大阪警察病

院、兵庫県立西宮病院、独立行政法人 地域医療機能推進機構 大阪病院、一般財団法人 住

友病院、多根記念眼科病院、地方独立行政法人神戸市民病院機構 神戸市立神戸アイセンター

病院（神戸市立中央市民病院より変更）、愛知医科大学病院 

 

専門連携研修施設 B 

（日本眼科学会専門医が在籍し、地域医療を担う病院） 

井野病院、神戸百年記念病院、IHI 播磨病院、JHCO 神戸中央病院、岡本病院、大澤病院、佐

用共立病院、神戸赤十字病院、赤穂市民病院、井上病院、上ヶ原病院、神戸ほくと病院 

 

【主な関連病院】（日本眼科学会専門医制度研修指定病院） 

アガペ甲山病院、公立八鹿病院、自衛隊阪神病院、正和会協和病院、出田眼科病院、岡田整形

外科・皮膚科・眼科、中井記念病院、西宮回生病院、西宮すなご医療福祉センター、北摂中央

病院、友愛会病院 

 

 

【指導医】 

指導医管理責任者：五味 文（診療部長） 

    指導医：木村 亜紀子（准教授）（斜視、弱視、神経眼科、眼窩、眼付属器） 

木村 直樹（講師）（網膜硝子体、白内障） 

石川 裕人（講師）（網膜硝子体、神経眼科、白内障） 

細谷 友雅（講師）（角結膜、他科診療連携） 

田片 将士（学内講師）（緑内障） 

増田 明子（助教）（斜視、弱視、神経眼科、小児斜視） 

吉田 由美子（助教）（網膜硝子体、斜視、弱視、他科診療連携） 

荒木 敬士（助教）（網膜硝子体） 

岡本 真奈（助教）（斜視、弱視、角結膜） 

福山 尚（助教）（網膜硝子体） 



小椋 有貴（助教）（網膜黄斑疾患） 

専門医：横山 弘（病院助手）（緑内障） 

 

【研修統括者】 

講師：細谷 友雅 

 

【問い合わせ先】 

眼科 細谷 友雅 

TEL: 0798-45-6462, E-mail: y-hoso@hyo-med.ac.jp  


